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競争力ランク：日本、中国に抜かれ２４位に後退 

 スイスの国際ビジネス教育・研究機関ＩＭＤは９日、世界主要５５カ国・地域を対象にした０７年版「競争力

ランキング」を発表した。前年１６位の日本は２４位に後退。１８位だった中国は１５位に上昇、日本は８９年

のランキング開始以来初めて中国に抜かれた。米国が首位を維持し、２位はシンガポール、３位は香港だ

った。 

 

 日本はインフレ率や外貨準備高、平均寿命といった項目がトップクラスだった半面、直接投資の受け入

れ額や企業税制、財政赤字、外国語能力などが最低水準に低迷。総合順位で中国のほかドイツ、英国、

イスラエルなどにも抜かれた。 

 

 ＩＭＤは国内総生産（ＧＤＰ）やインフレ率、携帯電話の料金体系など３２３の指標を使い、経済活動、行政

効率、企業効率、インフラ整備の４分野で各国・地域の競争力を分析した。（共同） 
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